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台湾における原木の輸出入量と平均価格 

～ 税関による過去 5 年間の原木輸出入量 ～ 

過去 5 年間の原木輸出入量（2025 年の公式データは 1 月から 5 月分のみ）は以下の通りである。 

原木輸入量 

2025 年（1 月～5 月）の原木輸入量は 131,037 立米、平均輸入価格は 171 米ドル/m3、2024 年は

326,076 立米、平均輸入価格は 196 米ドル/m3、2023 年は 368,745 立米、平均輸入価格は 199 米ドル

/m3、2022 年は 374,406 立米、平均輸入価格は 356 米ドル/m3、2021 年は 400,257 立米、平均輸入価

格は 226 米ドル/m3であった。5 年間の総輸入量は 2,018,960 立米。 

2021 年から 2025 年（1 月～5 月）までの輸入統計（表 1 参照）によると、主な原木輸入元は輸入

総量の多い順にニュージーランド、日本、パプアニューギニア、マレーシア等である。中でもニュー

ジーランドは最大の輸入元であり、シェアは 41.43%と最も高く、平均輸入価格は 135 米ドル/m3で、

主に合板や単板積層材 LVL に用いられるラジアータパイン原木である。日本はシェア 21.08%で第 2

位、平均輸入価格は 151 米ドル/ m3で、主に製材業で用いられるスギ原木である。パプアニューギ

ニアのシェアは 12.67%で第 3 位、平均輸入価格は 241 米ドル/ m3である。マレーシアはシェア 10.96

％で第 4 位、平均輸入価格 286 米ドル/m3であった。 

ニュージーランドと日本からの原木輸入を比較すると、近年のニュージーランドからの原木輸入

量は 15.3 万～16.8 万立米、平均輸入価格は 122～164 米ドル/m3であった。 ニュージーランドから

の平均輸入価格は 2021 年から 2025 年にかけて 25.6％下落したが、輸入量は安定しており、過去 5

年間の累計輸入量は原木輸入全体の 41.43％を占めており、価格引き下げが輸入を刺激したこと、市

場ニーズに合っていたことが考えられる。近年、日本からの原木輸入量は 65,000～92,000 立米で、

平均輸入価格は 131～171 米ドル/m3である。ここ 5 年間の日本から台湾への原木輸出量は年ごとに

減少している。ニュージーランド原木の平均価格は 135～151 米ドル/m3 であるので、最高額で比べ

ると日本が 16 米ドル高い。 

原木輸出量 

表 2 をみると、2025 年（1 月～5 月）の原木輸出量は 1,716 立米、平均輸出価格は 719 米ドル/m3、

2024 年の輸出量は 6,333 立米、平均輸出価格は 4,858 米ドル/m3、2023 年の輸出量は 5,467 立米、平

均輸出価格は 658 米ドル/m3、2022 年の輸出量は 2,793 立米、平均輸出価格は 770 米ドル/m3、2021

年の輸出量は 6,989 立米、平均輸出価格は 628 米ドル/m3である。5 年間の総輸出量は 27,261 立米で

ある。 
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主な輸出先は、中国本土、日本、マレーシア、ベトナム、インドの順である。具体的な輸出比率と

総輸出金額は以下の通りで、中国本土が 72.47％と最も高く、平均輸出価格は 610 米ドル/m3、日本

が 19.93％、平均輸出価格は 710 米ドル/m3、マレーシアが 3.79％、平均輸出価格は 1,011 米ドル/m3

である。 

表 1 2020～2025 年 5 月の原木輸入統計（速報値） 

 

表 2 2020～2025 年 5 月の原木輸出統計（速報値） 

 
 


